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(57)【要約】
【課題】本発明の目的は、ブレードコーター、ロッドコーター、ロッドメタリングフィル
ムトランスファーでの着色筋の発生が少ない印刷用紙の製造方法とそれによって製造され
た印刷用紙を提供するものである。
【解決手段】原紙の少なくとも片面に白色顔料とバインダーを主体とし、更に着色用顔料
を含有する塗工液を、ブレードコーター、ロッドコーター、ロッドメタリングフィルムト
ランスファーのいずれかの方法によって塗布して一層以上の塗工層を設ける印刷用紙の製
造方法において、少なくとも該着色用顔料がアニオン性高分子によって分散されたもので
あり、該アニオン性高分子の重量平均分子量が８，０００～３０，０００であり、該着色
用顔料の沈降式粒度測定方法による体積平均径が０．１～０．５μｍであることを特徴と
する印刷用紙の製造方法。
【選択図】なし
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　原紙の少なくとも片面に白色顔料とバインダーを主体とし、更に着色用顔料を含有する
塗工液を、ブレードコーター、ロッドコーター、ロッドメタリングフィルムトランスファ
ーのいずれかの方法によって塗布して一層以上の塗工層を設ける印刷用紙の製造方法にお
いて、少なくとも該着色用顔料がアニオン性高分子によって分散されたものであり、該ア
ニオン性高分子の重量平均分子量が８，０００～３０，０００であり、該着色用顔料の沈
降式粒度測定方法による体積平均径が０．１～０．５μｍであることを特徴とする印刷用
紙の製造方法。
【請求項２】
　上記塗工層を形成する塗工液の調製において、白色顔料、着色用顔料を混合した後、該
塗工液のｐＨを９．０～１２．０に調整してからバインダーを添加することを特徴とする
請求項１に記載の印刷用紙の製造方法。
【請求項３】
　請求項１または２に記載された製造方法によって製造されたことを特徴とする印刷用紙
。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、印刷用紙の製造方法に関するものである。更に詳しくは、ブレードコーター
、ロッドコーター、ロッドメタリングフィルムトランスファーでの着色筋の発生が少ない
印刷用紙の製造方法に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　印刷用紙は美観と印刷適性を付与するために、原紙に白色顔料とバインダーを主体とし
た塗工層を設けることが一般的に行われている。塗工層は印刷用紙に高い白色度、不透明
度、平滑性を与えて印刷物の品位を高める。また、インク受理性を向上させることで、印
刷適性を改善する。印刷方法としては、オフセット、グラビア、電子写真、インクジェッ
トが一般的である。
【０００３】
　原紙や白色顔料は白く加工された材料を選択することが多いが、こうした材料は元々黄
色や緑色を若干帯びているため、青色や紫色の着色用顔料を助剤として配合して見た目の
白さを高める方法が広く行われている。塗工層を設ける方法としては大量生産に適したブ
レードコーター、ロッドコーター、ロッドメタリングフィルムトランスファーが通常用い
られるが、ブレードやロッドでの塗工液の掻き取り時に着色された筋が発生する問題があ
り、印刷用紙の製品歩留まり低下を招くために改良が求められていた。
【０００４】
　着色筋の発生を低減する方法としては、着色用顔料を分散剤や保護コロイド剤の添加に
より水に分散した後に、アルカリｐＨ領域に調整した白色顔料とバインダーの分散液に添
加する方法（例えば、特許文献１参照）や、軽質炭酸カルシウムを含む白色顔料をアルカ
リｐＨ領域に調整した後に有機着色顔料を添加する方法（例えば、特許文献２参照）が提
言されているが、十分な改良は得られていない。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開昭５８－３１１９４号公報
【特許文献２】特開２０１０－２３６１１５号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
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　本発明の目的は、ブレードコーター、ロッドコーター、ロッドメタリングフィルムトラ
ンスファーでの着色筋の発生が少ない印刷用紙の製造方法を提供するものである。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明者らは、上記の問題を解決すべく鋭意研究した結果、以下のような印刷用紙の製
造方法を発明するに至った。
【０００８】
　すなわち、原紙の少なくとも片面に白色顔料とバインダーを主体とし、更に着色用顔料
を含有する塗工液を、ブレードコーター、ロッドコーター、ロッドメタリングフィルムト
ランスファーのいずれかの方法によって塗布して一層以上の塗工層を設ける印刷用紙の製
造方法において、少なくとも該着色用顔料がアニオン性高分子によって分散されたもので
あり、該アニオン性高分子の重量平均分子量が８，０００～３０，０００であり、該着色
用顔料の沈降式粒度測定方法による体積平均径が０．１～０．５μｍであることを特徴と
する印刷用紙の製造方法である。
【０００９】
　また、上記塗工層を形成する塗工液の調製において、白色顔料、着色用顔料を混合した
後、該塗工液のｐＨを９．０～１２．０に調整してからバインダーを添加することが望ま
しい。
【発明の効果】
【００１０】
　本発明の印刷用紙の製造方法は、ブレードコーター、ロッドコーター、ロッドメタリン
グフィルムトランスファーでの着色筋の発生が少ない、歩留まりの高い効率的な生産を可
能とする。
【発明を実施するための形態】
【００１１】
　以下、本発明の印刷用紙の製造方法について詳細に説明する。
【００１２】
　＜原紙＞
　本発明に用いられる印刷用紙の原紙としては、木材パルプ、綿、麻、竹、サトウキビ、
トウモロコシ、ケナフ等の植物繊維をシート状にしたものが使用できる。
【００１３】
　また、これらの繊維には、重質炭酸カルシウム、軽質炭酸カルシウム、カオリン、タル
ク、クレー、二酸化チタン、水酸化アルミニウム、シリカ、アルミナ、有機顔料等の各種
填料、バインダー、サイズ剤、定着剤、歩留まり剤、紙力増強剤等の各種配合剤を好適に
含有することができる。
【００１４】
　繊維をシート状にして原紙を得る方法としては、一般的な湿式の抄紙方法が用いられる
。その坪量は特に限定されるものではないが、３０～４５０ｇ／ｍ２が望ましい。
【００１５】
　該原紙は、必要とするサイズ性、表面強度、透気性を得るために表面サイズプレスを施
すことができる。表面サイズプレス液の成分としては、天然植物から精製した澱粉、ヒド
ロキシエチル化澱粉、酸化澱粉、エーテル化澱粉、りん酸エステル化澱粉、酵素変性澱粉
やそれらをフラッシュドライして得られる冷水可溶性澱粉、アクリル、スチレン・アクリ
ル、アクリル・酢酸ビニル等のアクリル系表面サイズ剤、スチレン・マレイン酸、スチレ
ン・オレフィン、オレフィン・マレイン酸、ジイソブチレン・マレイン酸等のオレフィン
系表面サイズ剤等が挙げられる。
【００１６】
＜塗工層＞
　本発明において、原紙の少なくとも片面に一層以上設ける塗工層は白色顔料とバインダ
ーを主体としており、着色用顔料を配合する。塗工量は特に限定されるものではないが、
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片面あたり合計で２～４０ｇ／ｍ２が好ましい。
【００１７】
　本発明において、白色顔料としては、カオリン、重質炭酸カルシウム、軽質炭酸カルシ
ウム、合成シリカ、タルク、サチンホワイト、リトポン、二酸化チタン、アルミナ、水酸
化アルミニウム、酸化亜鉛、炭酸マグネシウム、有機顔料、あるいはこれら二種以上の複
合体が挙げられる。これらは単独または組み合わせて使用することができる。
【００１８】
　バインダーとしては、スチレン・ブタジエン系ラテックス、アクリル系、ポリ酢酸ビニ
ル、エチレン・酢酸ビニル等の各種共重合体ラテックス、ポリビニルアルコール、変性ポ
リビニルアルコール、ポリアクリル酸ナトリウム、ポリエチレンオキシド、ポリアクリル
アミド、ユリアまたはメラミン等のホルマリン樹脂、ポリエチレンイミン、ポリアミドポ
リアミン、エピクロルヒドリン等の水溶性合成物が挙げられる。更には、天然植物から精
製した澱粉、ヒドロキシエチル化澱粉、酸化澱粉、エーテル化澱粉、りん酸エステル化澱
粉、酵素変性澱粉やそれらをフラッシュドライして得られる冷水可溶性澱粉、デキストリ
ン、マンナン、キトサン、アラビノガラクタン、グリコーゲン、イヌリン、ペクチン、ヒ
アルロン酸、カルボキシメチルセルロース、ヒドロキシエチルセルロース等の天然多糖類
及びそのオリゴマー、更にはその変性体が挙げられる。また、カゼイン、ゼラチン、大豆
蛋白、コラーゲン等の天然タンパク質及びその変性体、ポリ乳酸、ペプチド等の合成高分
子やオリゴマーが挙げられる。これらは単独または組み合わせて使用することができる。
白色顔料１００質量部に対してバインダーは５～３０質量部であることが好ましい。
【００１９】
　本発明において、着色用顔料としては、青色や紫色を帯びた無機物、有機物、またはこ
れらの複合体の微粒子が用いられる。代表的な材料としては、ウルトラマリン、群青、フ
タロシアニン、ジオキサジン、インジゴイド、アントラキノン、キナクリドン、キサンテ
ンが挙げられる。
【００２０】
　本発明に係わる着色用顔料を安定的に分散するために用いるアニオン性高分子の重量平
均分子量は８，０００～３０，０００が望ましい。ここでの重量平均分子量はＧＰＣ法に
よって求められる値である。アニオン性高分子の重量平均分子量が８，０００未満である
と体積平均径０．１～０．５μｍの着色用顔料へのアニオン性高分子の吸着能力が減少し
、着色用顔料の分散性が損なわれて経時で再凝集し易くなるため、好ましくない。また、
重量平均分子量が３０，０００を超えるとアニオン性高分子で分散した着色用顔料分散液
の粘度上昇を引き起こすため、好ましくない。
【００２１】
　また、本発明に係る着色用顔料の沈降式粒度測定方法による体積平均径は０．１～０．
５μｍが望ましい。体積平均径が０．５μｍを超えると着色顔料の分散安定性が損なわれ
、この場合も経時で再凝集し易くなる。着色用顔料が再凝集したものがブレードコーター
、ロッドコーター、ロッドメタリングフィルムトランスファーでの着色筋を引き起こす原
因となる。体積平均径が０．１μｍ未満であると、着色用顔料の分散液の粘度が上昇する
ため、好ましくない。なお、本発明において、着色用顔料の体積平均径は遠心沈降式の粒
度分布測定装置で求められ、代表的には日機装、堀場製作所、ベックマン・コールターの
製品が挙げられる。
【００２２】
　本発明に係る塗工層に配合する着色用顔料は、印刷用紙として所望の白色度になるよう
にその量と顔料種類を調整すれば良い。白色顔料に対する着色用顔料の配合量は特に限定
されるものではないが、白色顔料１００質量部に対して着色用顔料は０．００００１～０
．５質量部であることが好ましい。
【００２３】
　本発明において、着色用顔料を安定的に分散するために用いるアニオン性高分子は、水
中にてマイナスイオンとして働くカルボン酸、スルホン酸、硫酸、りん酸、ホスホン酸等
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のアニオン基を構造に１つ以上有する高分子であり、ナトリウム等の塩として提供される
。本発明に係るアニオン性高分子の具体例としては、ポリオキシエチレンカルボン酸ナト
リウム、カルボキシ変性ポリビニルアルコール、ポリ（メタ）アクリル酸ナトリウム、ス
ルホン化スチレン（共重合）樹脂、ナフタリンスルホン酸ホルマリン縮合物、ポリオキシ
エチレンアルキルエーテル硫酸ナトリウム、ポリオキシエチレンアルキルエーテルりん酸
ナトリウム、ポリオキシエチレンアルキルフェニルエーテルりん酸ナトリウム、りん酸エ
ステル化澱粉、アルギン酸ナトリウム、カルボシキメチルセルロースナトリウムが挙げら
れ、ナトリウムはカリウムやアンモニウムであっても良い。また、オキシエチレン部分は
その一部または全部がオキシプロピレンであっても良い。これらのうち、ポリアクリル酸
ナトリウムが好ましく、必要に応じて他のアニオン基やノニオン基を部分的に導入しても
良い。また、これらは単独または二種以上を併用しても良い。
【００２４】
　本発明において、着色用顔料を分散するアニオン性高分子は着色用顔料１００質量部に
対し１０．０～０．０１質量部用いて分散するのが好ましく、１．０～０．１質量部が更
に好ましい。着色用顔料は予め単独で水に分散してから、白色顔料とバインダーを主体と
する水分散液に添加するのが好ましく、更には白色顔料の水分散液を撹拌している中に着
色用顔料を添加し、これの混合を十分に行ってからバインダーや各種助剤を加えるのが好
ましい。
【００２５】
　また、本発明に係る塗工液の最終的なｐＨは９．０から１２．０が望ましく、このｐＨ
範囲にすることによりアニオン性高分子同士の電気的な反発力が増すことによって着色顔
料の再凝集が生じにくくなる。より望ましい塗工液の最終的なｐＨは９．５から１１．０
である。更には白色顔料と着色用顔料を混合した後、一度ｐＨを９．０～１２．０に調整
してからバインダーと混合した方が更に好ましく、着色用顔料の再凝集は非常に生じにく
くなる。
【００２６】
　本発明に係る塗工層には、必要に応じて、増粘剤、消泡剤、界面活性剤、ｐＨ調整剤、
染料、耐水化剤、潤滑剤等の通常使用されている各種助剤を含有することができる。
【００２７】
　本発明において、ブレードコーター、ロッドコーター、ロッドメタリングフィルムトラ
ンスファーによる塗工層に加えて更に塗工層を重ねることは可能であり、カーテン（ダイ
レクトファウンテン）、エアナイフ、スプレーコーター、キャスト等の各方法が適宜使用
できる。
【００２８】
＜仕上げ＞
　本発明におけるラミネーター加工用オフセット印刷用紙は必要とする平滑度、密度、透
気度、インキ受理性、光沢度を得るためにカレンダー処理を施す。装置としては弾性ロー
ルと硬質ロールを組み合わせたものであり、マシンカレンダー、ソフトニップカレンダー
、スーパーカレンダー、多段カレンダー、マルチニップカレンダー等と呼ばれる。また、
ベルトとロールの組み合わせからなる装置も使用でき、シューカレンダー、メタルベルト
カレンダー等と呼ばれている。ロール表面の微視的な形状は平滑性を高めるために鏡面の
ものを好適に用いるが、艶消しのものやエンボス用に凹凸加工したものを用いても良い。
また、カレンダーの処理効果を高めるためにロールを加熱しても良い。
【００２９】
　最終的に得られた印刷用紙は用途に合わせて、大小のシート状またはロール状に加工さ
れて製品となる。保存の際は、吸湿を避けるために防湿の包装を施すのが好ましい。製品
の坪量は特に限定されるものではない。
【実施例】
【００３０】
　以下に、本発明の実施例を挙げて説明するが、本発明はこれらの実施例に限定されるも
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のではない。また、実施例において示す「部」及び「％」は、特に明示しない限り、固形
分の質量部及び質量％を示す。
【００３１】
（実施例１）～（実施例９）及び（比較例１）～（比較例３）
　下記の内容に従って、印刷用紙を作製した。
【００３２】
＜パルプスラリーの調製＞
　ＬＢＫＰ（濾水度４２０ｍｌｃｓｆ）　　　　　　　　　　　　　　　　　８０部
　ＮＢＫＰ（濾水度４５０ｍｌｃｓｆ）　　　　　　　　　　　　　　　　　２０部
　軽質炭酸カルシウム填料（原紙中灰分で表示）　　　　　　　　　　　　　　９部
　市販カチオン化澱粉　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１．０部
　市販カチオン系ポリアクリルアミド歩留まり向上剤　　　　　　　　　０．０３部
　市販アルキルケテンダイマー系内添サイズ剤　　　　　　　　　　　　０．０５部
　市販硫酸バンド　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１．０部
＜原紙の作製＞
　上記パルプ、内添薬品を上記の配合でパルプスラリーを調製し、長網抄紙機で１００．
０ｇ／ｍ２の坪量で原紙を抄造した。原紙には酸化澱粉を含有する表面サイズプレス液を
固形分で両面で合計２．０ｇ／ｍ２塗布した。
【００３３】
＜塗工液の調製＞
（１）市販重質炭酸カルシウム（体積平均径１．２μｍ）　　　　　　　　　５０部
（２）市販１級カオリン（体積平均径２．３μｍ）　　　　　　　　　　　　５０部
（３）着色用顔料（Ａ～Ｉ）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．１部
（４）市販スチレン・ブタジエン系ラテックスバインダー　　　　　　　　　１０部
（５）市販燐酸エステル化澱粉　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２部
（６）市販印刷適性向上剤　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．３部
（７）市販合成保水剤（アルカリ増粘タイプ）　　　　　　　　　　　　　０．１部
【００３４】
　（１）、（２）はそれぞれ予め市販のポリアクリル酸ナトリウム系分散剤（重量平均分
子量５，０００）によって水に分散したもの、（３）は次の＜着色用顔料＞に示す各方法
で水に分散したもの、（４）、（６）、（７）は入手時に既に水に分散されたもの、（５
）は別のクッキング用タンクにて水分散したものを加熱して糊化したものを使用した。
【００３５】
＜着色用顔料＞
　着色用顔料Ａは、体積平均径０．２μｍのフタロシアニン系微粒子を
重量平均分子量８，０００のポリアクリル酸ナトリウムで分散した。
　着色用顔料Ｂは、体積平均径０．２μｍのフタロシアニン系微粒子を
重量平均分子量１０，０００のポリアクリル酸ナトリウムで分散した。
　着色用顔料Ｃは、体積平均径０．２μｍのフタロシアニン系微粒子を
重量平均分子量３０，０００のポリアクリル酸ナトリウムで分散した。
　着色用顔料Ｄは、体積平均径０．１μｍのフタロシアニン系微粒子を
重量平均分子量１０，０００のポリアクリル酸ナトリウムで分散した。
　着色用顔料Ｅは、体積平均径０．１μｍのジオキサジン系微粒子を
重量平均分子量１０，０００のポリアクリル酸ナトリウムで分散した。
　着色用顔料Ｆは、体積平均径０．５μｍのフタロシアニン系微粒子を
重量平均分子量１０，０００のポリアクリル酸ナトリウムで分散した。
　着色用顔料Ｇは、体積平均径０．８μｍのフタロシアニン系微粒子を
重量平均分子量１０，０００のポリアクリル酸ナトリウムで分散した。
　着色用顔料Ｈは、体積平均径０．８μｍのウルトラマリン系微粒子を
重量平均分子量１０，０００のポリアクリル酸ナトリウムで分散した。
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　着色用顔料Ｉは、体積平均径０．８μｍのフタロシアニン系微粒子を
重量平均分子量５，０００のポリアクリル酸ナトリウムで分散した。
【００３６】
　（１）をミキシング用タンクへ投入し羽根付の撹拌装置によって撹拌し、ここに（２）
～（７）を順番に添加して塗工液を調製した。塗工液はブレード塗工に適した固形分濃度
に適宜水で調整した。実施例１～６と比較例１～３は、（７）を添加した後、水酸化ナト
リウムにてｐＨ１０．０に調整した。実施例７～９は、（３）を配合した後、水酸化ナト
リウムにて表１中に示すｐＨに調整し、更に（４）～（７）を添加した。実施例７、９に
ついては、最後にもう一度水酸化ナトリウムにてｐＨ１０．０に調整した。
【００３７】
　これらの塗工液をブレード塗工法にて両面を塗工、乾燥した後、平滑化のためのカレン
ダー処理を行った。塗工量は固形分として片面当たり１５ｇ／ｍ２とした。
【００３８】
＜着色筋＞
　上記実施例及び比較例の製造方法より得られた印刷用紙について、高速カメラを利用し
た自動欠点検出器によって着色筋の発生数を測定した。品質判定基準は以下の通りである
。但し、中間的な評価、例えば５と４の間であれば４．５とした。
　５：着色筋が無い。
　４：着色筋がほとんど無い。
　３：着色筋が発生するが実用上問題ないレベル。 
　２：着色筋が多い。
　１：着色筋が非常に多い。
【００３９】
【表１】

【００４０】
＜評価結果＞
　実施例１～６はブレードコーターにおいて着色筋の発生がほとんど無く、良好な結果を
得た。実施例７～９は白色顔料、着色用顔料を添加した後に一度ｐＨを適切に調整したこ
とで、更に優れた結果を示した。比較例１～３は着色筋の発生が多く、実用上はこれらの
着色筋発生部分を取り除く必要がある。
【産業上の利用可能性】
【００４１】
　本発明の印刷用紙の製造方法は、オフセット、グラビア、インクジェット、電子写真等
の印刷方式に向けた印刷用紙の製造方法に使用することができる。
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